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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビ装置と、スピーカシステムと、からなるＡＶシステムであって、
　テレビ装置は、
　　スピーカシステムと通信するためのテレビ通信部と、
　　スペック情報としてテレビ装置の画面サイズを示す情報である画面サイズ情報を保持
する画面サイズ情報保持手段を有するスペック情報保持部と、
　　スピーカシステムに対して送信すべきスペック情報である画面サイズ情報を保持され
ているスペック情報中から取得してテレビ通信部を介してスピーカシステムに渡す画面サ
イズ情報提供手段を有するスペック情報提供部と、を有し、
　スピーカシステムは、
　　テレビ装置と通信するためのシステム側通信部と、
　　スピーカから出力する音の音像位置を変化させるサウンドエレベーション部と、
　　サウンドエレベーション部をテレビ装置から受信するスペック情報である画面サイズ
情報に応じて制御するサイズ別制御手段を有するサウンドエレベーション制御部と、を有
するとともに、
　スピーカシステムのサイズ別制御手段は、スペック情報で示される画面サイズが相対的
に大画面である場合には相対的に音像位置を上方向に制御し、画面サイズが相対的に小画
面である場合には相対的に音像位置を下方向に制御する上下制御器と、を有するＡＶシス
テム。
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【請求項２】
　スピーカシステムのサイズ別制御手段は、横縦比が１６：９の画面において、
　　３２インチ未満ではサウンドエレベーション制御として音像を上に持ち上げるために
利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約２ｄｂ上げ、
　　３２インチ以上から５２インチ未満では音像を上に持ち上げるために利用される音の
周波数帯のゲインを通常よりも約４ｄｂ上げ、
　　５２インチ以上では音像を上に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを
通常よりも約６ｄｂ上げる制御をするサイズ別上下制御器と、を有する請求項１に記載の
ＡＶシステム。
【請求項３】
　テレビ装置の動作方法と、スピーカシステムの動作方法と、からなるＡＶシステムの動
作方法であって、
　テレビ装置の動作方法は、
　　スピーカシステムと通信するためのテレビ通信ステップと、
　　スペック情報としてテレビ装置の画面サイズを示す情報である画面サイズ情報を保持
する画面サイズ情報保持ステップを有するスペック情報保持ステップと、
　　スピーカシステムに対して送信すべきスペック情報である画面サイズ情報を保持され
ているスペック情報中から取得してテレビ通信部を介してスピーカシステムに渡す画面サ
イズ情報提供ステップを有するスペック情報提供ステップと、を有し、
　スピーカシステムの動作方法は、
　　テレビ装置と通信するためのシステム側通信ステップと、
　　スピーカから出力する音の音像位置を変化させるサウンドエレベーションステップと
、
　　サウンドエレベーション部をテレビ装置から受信するスペック情報である画面サイズ
情報に応じて制御するサイズ別制御ステップを有する制御するサウンドエレベーション制
御ステップと、を有するとともに、
　スピーカシステムの動作方法におけるサイズ別制御ステップは、スペック情報で示され
る画面サイズが相対的に大画面である場合には相対的に音像位置を上方向に制御し、画面
サイズが相対的に小画面である場合には相対的に音像位置を下方向に制御する上下制御ス
テップと、を有するＡＶシステムの動作方法。
【請求項４】
　スピーカシステムの動作方法におけるサイズ別制御ステップは、横縦比が１６：９の画
面において、
　　３２インチ未満ではサウンドエレベーション制御として音像を上に持ち上げるために
利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約２ｄｂ上げ、
　　３２インチ以上から５２インチ未満では音像を上に持ち上げるために利用される音の
周波数帯のゲインを通常よりも約４ｄｂ上げ、
　　５２インチ以上では音像を上に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを
通常よりも約６ｄｂ上げる制御をするサイズ別上下制御ステップと、を有する請求項３に
記載のＡＶシステムの動作方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビ装置とスピーカ装置から成るＡＶシステムにおいてスピーカ装置から
出力される音声をテレビ装置のサイズに応じて適切なサウンドエレベーションとなるよう
に制御する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、技術の発達に伴って最近、ＡＶ機器を収納するＡＶラックにスピーカが取り付け
られたシアターラックが発売されるようになった。しかし、シアターラックには、映像が
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出力されるＴＶはユーザ自身の正面にあるにもかかわらず、音声はＴＶより下にあるＡＶ
ラックにそなえられたスピーカから音声が出力されるため、音声と映像のずれが発生し一
体感が損なわれてしまう課題があった。そこで、課題を解決するために特許文献１に記載
のサウンドエレベーションという機能が開発された。具体的には、スピーカから出力され
る音声に含まれる特定周波数帯域に対して補正をかけることにより、あたかも聞き手とな
るユーザが本来音声が出力されている高さよりもより高い位置から出力されているように
音を持ち上げる（聞き手に対して音が持ち上がったように錯覚させる）技術である。これ
により映像の高さに音声の位置を合わせることが可能となる。
【特許文献１】特開２００６－４２３１６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に係る先行技術はＴＶのサイズにかかわらず、音を持ち上げ
る幅は一定である。つまり、あらかじめ基準となっているＴＶサイズと同等のサイズのＴ
Ｖであれば音声と映像の一体感を得ることはできるが、基準サイズよりより大きくなる、
もしくはより小さくなると音声と映像の高さにずれが発生してしまうという課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　そこで、本発明はＴＶよりサイズ情報を含むスペック情報を取得し、画面サイズに応じ
てサウンドエレベーション機能の特性を最適に設定するＡＶシステムを提供する。
【０００５】
　第１発明では、テレビ装置と、スピーカシステムと、からなるＡＶシステムであって、
テレビ装置は、スピーカシステムと通信するためのテレビ通信部と、スペック情報を保持
するスペック情報保持部と、スピーカシステムに対して送信すべきスペック情報を保持さ
れているスペック情報中から取得してテレビ通信部を介してスピーカシステムに渡すスペ
ック情報提供部と、を有し、スピーカシステムは、テレビ装置と通信するためのシステム
側通信部と、スピーカから出力する音の音像位置を変化させるサウンドエレベーション部
と、サウンドエレベーション部をテレビ装置から受信するスペック情報に応じて制御する
サウンドエレベーション制御部と、を有するＡＶシステムを提供する。
【０００６】
　第２発明では、第１発明を基本としテレビ装置のスペック情報保持部はスペック情報と
してテレビ装置の画面サイズを示す情報である画面サイズ情報を保持する画面サイズ情報
保持手段を有し、テレビ装置のスペック情報提供部は、画面サイズ保持手段に保持されて
いる画面サイズ情報をテレビ通信部を介してスピーカシステムに渡す画面サイズ情報提供
手段を有し、スピーカシステムのサウンドエレベーション制御部は、テレビ装置から受信
するスペック情報である画面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション部を制御するサ
イズ別制御手段とをさらに有するＡＶシステムを提供する。
【０００７】
　第３発明では、第２発明を基本としさらにスピーカシステムのサイズ別制御手段は、ス
ペック情報で示される画面サイズが相対的に大画面である場合には相対的に音像位置を上
方向に制御し、画面サイズが相対的に小画面である場合には相対的に音像位置を下方向に
制御する上下制御器とを有するＡＶシステムも提供する。
【０００８】
　第４発明では、第３発明を基本としさらに、スピーカシステムのサイズ別制御手段は、
横縦比が１６：９の画面において、３２インチ未満ではサウンドエレベーション制御とし
て音像を上に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約２ｄｂ上
げ、３２インチ以上から５２インチ未満では音像を上に持ち上げるために利用される音の
周波数帯のゲインを通常よりも約４ｄｂ上げ、５２インチ以上では音像を上に持ち上げる
ために利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約６ｄｂ上げる制御をするサイズ別
上下制御器とを有するＡＶシステムも提供する。
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【０００９】
　第５発明では、テレビ装置の動作方法と、スピーカシステムの動作方法と、からなるＡ
Ｖシステムの動作方法であって、テレビ装置の動作方法は、スピーカシステムと通信する
ためのテレビ通信ステップと、スペック情報を保持するスペック情報保持ステップと、ス
ピーカシステムに対して送信すべきスペック情報を保持されているスペック情報中から取
得してテレビ通信部を介してスピーカシステムに渡すスペック情報提供ステップと、を有
し、スピーカシステムの動作方法は、テレビ装置と通信するためのシステム側通信ステッ
プと、スピーカから出力する音の音像位置を変化させるサウンドエレベーションステップ
と、サウンドエレベーション部をテレビ装置から受信するスペック情報に応じて制御する
サウンドエレベーション制御ステップと、を有するＡＶシステムの動作方法を提供する。
【００１０】
　第６発明では、第５発明を基本としテレビ装置の動作方法におけるスペック情報保持ス
テップはスペック情報としてテレビ装置の画面サイズを示す情報である画面サイズ情報を
保持する画面サイズ情報保持ステップを有し、テレビ装置の動作方法におけるスペック情
報提供ステップは、画面サイズ保持手段に保持されている画面サイズ情報をテレビ通信部
を介してスピーカシステムに渡す画面サイズ情報提供ステップを有し、スピーカシステム
の動作方法におけるサウンドエレベーション制御ステップは、テレビ装置から受信するス
ペック情報である画面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション部を制御するサイズ別
制御ステップとを有するＡＶシステムの動作方法を提供する。
【００１１】
　第７発明では、第６発明を基本としさらにスピーカシステムの動作方法におけるサイズ
別制御ステップは、スペック情報で示される画面サイズが相対的に大画面である場合には
相対的に音像位置を上方向に制御し、画面サイズが相対的に小画面である場合には相対的
に音像位置を下方向に制御する上下制御ステップとを有するＡＶシステムの動作方法を提
供する。
【００１２】
　第８発明では、第７発明を基本としスピーカシステムの動作方法におけるサイズ別制御
ステップは、横縦比が１６：９の画面において、３２インチ未満ではサウンドエレベーシ
ョン制御として音像を上に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを通常より
も約２ｄｂ上げ、３２インチ以上から５２インチ未満では音像を上に持ち上げるために利
用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約４ｄｂ上げ、５２インチ以上では音像を上
に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約６ｄｂ上げる制御を
するサイズ別上下制御ステップとを有するＡＶシステムの動作方法を提供する。
【発明の効果】
【００１３】
　以上のような、構成をとる本発明のＡＶシステムによって、テレビ装置のサイズにかか
わらず、最適なサウンドエレベーション制御を行うことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に、図を用いて本発明の実施の形態を説明する。なお、本発明はこれらの実施の形
態に何ら限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で
実施しうる。
【００１５】
　なお、実施例１は主に請求項１、５を、実施例２は主に請求項２、６を、実施例３は主
に請求項３、７を、実施例４は主に請求項４、８について説明する。
【００１６】
　≪実施例１≫
【００１７】
　　<概要>
【００１８】
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　図１は、本実施例のＡＶシステムにおける構成の概念図の一例を表す図である。本実施
例のＡＶシステムは、テレビ装置（０１０１）とＡＶラック（０１０２）で構成されてい
る。さらに、ＡＶラック（０１０２）には、スピーカシステム（０１０３）とＡＶ機器（
０１０４）が収められている。ここでは、一例として、スピーカシステムにおけるスピー
カ装置はＡＶラック内のセンターに１台だけ備えられた構成となっているが、スピーカ装
置が同期して制御することができるのであれば複数台のスピーカ装置であってもよい。ま
た、スピーカ装置はＡＶラックに収められている必要はない。
【００１９】
　本実施例の、ＡＶシステムはテレビ装置が保持するスペック情報をスピーカシステムが
受信し、テレビ装置が保持するスペック情報に応じたサウンドエレベーション制御をおこ
なうことを特徴とする。
【００２０】
　　<機能的構成>
【００２１】
　以下に記載するＡＶシステムの機能ブロックは、ハードウェア、ソフトウェア、又はハ
ードウェア及びソフトウェアの両方として実現され得る。具体的には、コンピュータを利
用するものであれば、ＣＰＵや主メモリ、バスあるいは二次記憶装置（ハードディスクや
不揮発性メモリ、それらのハードウェアを制御するためのドライバプログラムやその他ア
プリケーションプログラムなどがあげられる。
【００２２】
　またこれらのハードウェアやソフトウェアは、主メモリ上に展開したプログラムをＣＰ
Ｕで演算処理したり、メモリやハードディスク上に保持されているデータや、インターフ
ェースを介して入力されたデータなどを加工、蓄積、出力処理したり、あるいは各ハード
ウェア構成部の制御を行ったりするために利用される。また、この発明は装置として実現
できるのみでなく、方法としても実現可能である。また、このような発明の一部をソフト
ウェアとして構成することができる。さらに、そのようなソフトウェアをコンピュータに
実行させるために用いるソフトウェア製品、及び同製品を固定した記録媒体も、当然この
発明の技術的な範囲に含まれる。（本明細書の全体を通じて同様である）
【００２３】
　以下、本実施例の「ＡＶシステム」の構成要件について、図２などを用いて説明する。
【００２４】
　本実施例の「ＡＶシステム」は少なくとも「テレビ装置」（０２０１）と「スピーカシ
ステム」（０２０２）で構成されている。また、本実施例の「テレビ装置」（０２０１）
は、「スペック情報保持部」（０２０３）と、「スペック情報提供部」（０２０４）と、
「テレビ通信部」（０２０５）を有している。さらに、「スピーカシステム」（０２０２
）は、「システム側通信部」（０２０６）と「サウンドエレベーション制御部」（０２０
７）と「サウンドエレベーション部」（０２０８）を有している。
【００２５】
　「スペック情報保持部」（０２０３）は、スペック情報を保持する機能を有する。具体
的には、テレビ装置が保持する自身の性能を示す情報や自身を識別するためなどの情報で
ある。例えば、テレビ装置のサイズや映像表示方式という性能を示す情報や、製造メーカ
ー名称や製造番号、形式番号などの自身を識別するための情報である。
【００２６】
　図３は、実際にスペック情報を保存するデータ構造の一例を示したものである。図３に
記載のデータ例は、ＸＭＬ形式で記述されている。本データ構造はスペック情報をキーと
して、さまざまな情報が関連付けられて保存されているという具合である。（例えば、「
スペック情報」には「製造メーカー」＝「Ｓ株式会社」、「形式番号」＝「Ａ００００」
という具合である。）
【００２７】
　「テレビ通信部」（０２０５）は、スピーカシステムと通信する機能を有する。具体的
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には、下記で詳述する「スペック情報提供部」（０２０４）が取得した、スピーカシステ
ムに対して送信する情報を、ＨＤＭＩ　ＣＥＣコマンド等を改良した通信プロトコルを用
いて、下記で詳述する「システム側通信部」（０２０６）に対して情報を送信するという
具合である。ここで、「システム側通信部」（０２０６）との通信は、ＨＤＭI　ＣＥＣ
コマンドに限定されるものではなく、「スペック情報提供部」（０２０３）にて取得され
たスペック情報が正しく「システム側通信部」（０２０６）へ送信できるプロトコルであ
れば何でもよい。
【００２８】
　「スペック情報提供部」（０２０４）は、スピーカシステムに対して送信すべきスペッ
ク情報を保持されているスペック情報中から取得して「テレビ通信部」を介してスピーカ
システムに渡す機能を有する。具体的には、まず、上記「スペック情報保持部」（０２０
４）より、あらかじめ定められた項目のスペック情報を取得する。スペック情報を取得す
ると上記「テレビ通信部」（０２０５）を介して、下記で詳述する「システム側通信部」
（０２０６）へ取得した情報を送信するという具合である。ここで、「スペック情報保持
部」（０２０３）より取得するスペック情報は、あらかじめ定められた項目ではなくすべ
ての情報を取得することとしてもよい。
【００２９】
　図４は、実際にスペック情報保持部より、スペック情報を取得してシステム側通信部へ
スペック情報を送信するためのするためのプログラム（図４（ａ））と、取得すべき項目
を示したスペック情報取得項目定義ファイル（図４（ｂ））の一例を示したものである。
本例のスペック情報提供プログラムは、以下のような動作をする。まず、スペック情報取
得項目定義ファイル（図４（ｂ））の受信を検知する。（図４Line３０）。スペック情報
取得項目定義ファイルを受信すると、スペック情報保持部より、定義ファイルに記載の項
目の内容を取得する（図４Line５０）。取得すると、テレビ通信部へ取得した情報を引き
渡す（図４Line６０）という具合の動作をする。
【００３０】
　「システム側通信部」（０２０６）は、テレビ装置と通信する機能を有する。具体的に
は、「スペック情報提供部」（０２０４）にて取得されたスペック情報を「テレビ通信部
」（０２０５）を介して受信する。そして、受信したスペック情報を下記で詳述する「サ
ウンドエレベーション制御部」（０２０７）へ引き渡すという具合である。
【００３１】
　「サウンドエレベーション制御部」（０２０７）は、サウンドエレベーション部をテレ
ビ装置から受信するスペック情報に応じて制御する機能を有する。具体的には、テレビ装
置より送信されてきたスペック情報を前記「システム側通信部」（０２０６）より受け取
る。スペック情報を受け取ると、スペック情報の内容を解析して音像が適切な位置になる
よう下記で詳述する「サウンドエレベーション部」（０２０８）を制御するための制御命
令を「サウンドエレベーション部」（０２０８）へ引き渡すという具合の動作をする。例
えば、以降の実施例で詳述するが、テレビ装置のサイズ情報をスペック情報から取得し、
音像位置を上下方向制御する制御命令を「サウンドエレベーション部」（０２０８）へ引
き渡すという具合である。
【００３２】
　図５は、スペック情報を受け取り、受けとったスペック情報からサウンドエレベーショ
ン部を制御する制御命令を作成し、サウンドエレベーション部へ送信するプログラムの一
例を示したものである。本例のサウンドエレベーション制御プログラムは、以下のような
動作をする。まず、「システム側通信部」（０２０６）より、スペック情報の受信を検知
する（図５Line３０）。スペック情報を受け取ると、サウンドエレベーション制御プログ
ラムは、スペック情報を制御命令作成プログラムにスペック情報を引き渡し、サウンドエ
レベーション部を制御する制御命令を受けとる（図５Line５０）。制御命令を受けとると
、「サウンドエレベーション部」に制御命令を引き渡すという具合の動作をする（図５Li
ne６０）。ここで、制御命令作成プログラムとは、受信したスペック情報を解析し、音像
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位置が適切になるように「サウンドエレベーション部」（０２０８）を制御するための命
令を作成するプログラムである。
【００３３】
「サウンドエレベーション部」（０２０８）は、スピーカから出力する音の音像位置を変
化させる機能を有する。具体的には、「サウンドエレベーション制御部」（０２０７）よ
り引き渡された制御情報に応じて、スピーカ装置から出力する音に含まれる特定の周波数
帯域を強調させるなどの制御をすることにより、音像の制御を行うという具合である。
【００３４】
　　<ハードウェア的構成>
　図６Ａ及び図６Ｂは、本実施例の「ＡＶシステム」を構成する「テレビ装置」と「スピ
ーカシステム」のハードウェア構成の一例を表す概略図である。図６Ａは、「テレビ装置
」のハードウェア構成の一例を示し、図６Ｂは、「スピーカシステム」のハードウェア構
成の一例を示している。これらの図を利用して、本実施例のＡＶシステムにおけるそれぞ
れのハードウェア構成部の働きについて説明する。
【００３５】
　まず、図６Ａに示している「テレビ装置」のハードウェアの働きについて説明する。「
テレビ装置」は、各種演算処理や制御を行う「ＣＰＵ」（０６０１）と、「主メモリ」（
０６０２）とを備えている。また、「テレビ装置」は、スペック情報などを保存する「記
憶装置」（０６０３）や、「スピーカシステム」（０６０５）や「ＡＶ機器」（０６０６
）と映像音声やデータ等を送受信するための「Ｉ／Ｏ」（０６０４）なども備えている。
また、映像を出力するための「画面」（００６０７）や、音声を出力するための「スピー
カ」（０６０８）も備えている。そして、これらが、「システムバス」などのデータ通信
経路によって相互に接続され、情報の送受信や処理を行う。
【００３６】
　ここで、「テレビ装置」は、「Ｉ／Ｏ」（０６０４）を介して、「スピーカシステム」
より、スペック情報取得要求を受信したと仮定する（例えば、取得すべき項目が定義され
た「スペック情報取得定義ファイル」を受信するなどである）。要求を受信すると「ＣＰ
Ｕ」（０６０１）は「主メモリ」（０６０２）のワーク領域に展開されている「スペック
情報取得プログラム」（０６１０）を呼び出す。呼び出された「スペック情報取得プログ
ラム」（０６１０）は、「記憶装置」（０６０３）を参照し、スペック情報の取得を行う
。そして、「スペック情報取得プログラム」（０６１０）は取得したスペック情報を「ス
ペック情報送信プログラム」（０６１１）へ引き渡す。最後に、「スペック情報送信プロ
グラム」（０６１１）は、引き渡されたスペック情報を「Ｉ／Ｏ」（０６０４）を介して
、「スピーカシステム」（０６０５）へ送信する。
【００３７】
　次に、図６Ｂに示している「スピーカシステム」のハードウェアの働きについて説明す
る。「スピーカシステム」は、各種演算処理や制御を行う「ＣＰＵ」（０６５０）と、「
主メモリ」（０６５１）とを備えている。また、「テレビ装置」（０６５４）や「ＡＶ機
器」（０６５５）と映像音声やデータ等を送受信するための「Ｉ／Ｏ」（０６５２）など
も備えている。さらに、音声を出力するための「スピーカ」（０６５３）も備えている。
そして、これらが、「システムバス」などのデータ通信経路によって相互に接続され、情
報の送受信や処理を行う。
【００３８】
　ここで、スピーカシステムは「Ｉ／Ｏ」（０６５２）を介して、「テレビ装置」（０６
５４）より、スペック情報を受信したと仮定する。スペック情報を受信すると、「ＣＰＵ
」（０６５０）は「主メモリ」（０６５１）のワーク領域に展開されている「サウンドエ
レベーション制御プログラム」（０６５６）を呼び出す。「サウンドエレベーション制御
プログラム」（０６５６）は、受信したスペック情報を解析し、適切な音像位置になるよ
う制御する制御命令を作成する。そして、制御命令を「スピーカ」（０６５３）へ送信す
る。制御命令を受信した「スピーカ」（０６５３）は、制御命令に従い補正を行いながら
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音声の出力を行う。
【００３９】
　　<処理の流れ>
【００４０】
　図７は、本実施例のＡＶシステムにおけるスペック情報の取得から、サウンドエレベー
ション制御までの流れの一例を表すフローチャートである。なお、以下に示すステップは
、媒体に記録され、計算機を制御するためのプログラムを構成する処理ステップであって
もかまわない。
【００４１】
　ここで、スピーカシステムはスペック情報取得要求をテレビ装置へ送信するとする（Ｓ
０７０１）。すると、テレビ装置はスペック情報取得要求を受信する（例えば、スペック
情報取得定義ファイルを受信するなどである）（Ｓ０７０２）。要求を受信すると、要求
に従ってスペック情報の取得を行う（Ｓ０７０３）。スペック情報が取得されると、スピ
ーカシステムにスペック情報を送信する（Ｓ０７０４）。スピーカシステムはスペック情
報を受信すると（Ｓ０７０５）、受信したスペック情報の解析を行う（Ｓ０７０６）。そ
して、解析結果に応じてサウンドエレベーション制御を行う制御命令の作成を行う（Ｓ０
７０７）。最後に、制御命令に従って、サウンドエレベーション制御を行う（Ｓ０７０８
）。
【００４２】
　ここで、スペック情報取得要求は、テレビ装置が受信したＡＶ信号再生信号の受信をう
けて信号を受信したテレビ装置がスピーカシステムへスペック情報を送信することとして
もよい。また、テレビ装置に電源が入ったのを受けて（例えばスタンバイモードが解除さ
れるなど）電源が入れられたテレビ装置がスピーカシステムへスペック情報を送信するこ
ととしてもよい。さらには、テレビ装置の初期電源投入（電源が完全に切られた状態から
電源を入れる）時に初期電源投入したテレビ装置がスピーカシステムへスペック情報を送
信することとしてもよい。さらには、ＡＶセレクターを介して複数のテレビ装置が接続さ
れている場合では、ＡＶセレクターにおいてが選択されているテレビ装置が選択時にスピ
ーカシステムへスペック情報を送信することとしてもよい。
【００４３】
　<効果の簡単な説明>
【００４４】
　本実施例のＡＶシステムによって、テレビ装置が保持するスペック情報を取得し、取得
したスペック情報の内容に応じて、サウンドエレベーション制御を行うことが可能となる
。
【００４５】
　　≪実施例２≫
【００４６】
　　<概要>
【００４７】
　本実施例は、実施例１の構成を基本として、テレビ装置があらかじめ画面サイズ情報を
保持し、スピーカシステムへ画面サイズ情報を送信することが可能であることを特徴とし
ている。またスピーカシステムは、取得した画面サイズに応じて画面サイズ別にサウンド
エレベーション制御を行うことが可能であることを特徴としている。
【００４８】
　　<機能的構成>
【００４９】
　図８は、本実施例のＡＶシステムにおける機能と構成の一例を表す図である。この図に
あるように本実施例は、実施例１を基本として「テレビ装置」（０８０１）の「スペック
情報保持部」（０８０３）が「画面サイズ情報保持手段」（０８０９）を新たに有してお
り、また「スペック情報提供部」（０８０４）が「画面サイズ情報提供手段」（０８１０
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）を新たに有していることを特徴としている。さらに、「スピーカシステム」（０８０２
）の「サウンドエレベーション制御部」（０８０７）が「サイズ別制御手段」（０８１１
）を新たに有していることを特徴としている。
【００５０】
　なお、本実施例において実施例１にて説明した構成について詳細な説明は省略し、本実
施例において特徴的な箇所についてのみ説明する。
【００５１】
　「画面サイズ情報保持手段」（０８０９）はスペック情報としてテレビ装置の画面サイ
ズを示す情報である画面サイズ情報を保持する機能を有する。具体的には、テレビ装置が
保持するスペック情報として少なくとも画面サイズを示す画面サイズ情報を保持している
ということである。
【００５２】
　図９は、実際にスペック情報を保存するデータ構造の一例を示したものである。本図は
図３に記載のデータ構造を基本としており、スペック情報に画面サイズ情報を関連付けて
保持している。（例えば「スペック情報」には、「画面サイズ」＝「５３」という具合で
ある）。
【００５３】
　「画面サイズ情報提供手段」（０８１０）は、画面サイズ保持手段に保持されている画
面サイズ情報をテレビ通信部を介してスピーカシステムに渡す機能を有する。具体的には
、まず「画面サイズ情報提供手段」（０８１０）は「画面サイズ情報保持手段」（０８１
０）において保持されているスペック情報である画面サイズ情報を取得する。画面サイズ
情報を取得すると、「画面サイズ情報提供手段」（０８１０）は、取得した画面サイズ情
報を「テレビ通信部」（０８０５）を介して「システム側通信部」（０８０６）へ渡すと
いう具合の動作をする。
【００５４】
　図１０は、実際にスペック情報保持部より、スペック情報である画面サイズ情報を取得
してシステム側通信部へ送信するためのするためのプログラムの一例を示したものである
。本図は図４に記載のプログラムを基本としたプログラムである。本例のスペック情報提
供プログラムは、以下のような動作をする。まず、スペック情報取得要求の受信を検知す
る。（図１０Line３０）。スペック情報取得要求を受信すると、スペック情報保持部より
、「画面サイズ情報」を取得する（図１０Line５０）。取得すると、テレビ通信部へ取得
した情報を引き渡す（図１０Line６０）という具合の動作をする。
【００５５】
　「サイズ別制御手段」（０８１１）は、テレビ装置から受信するスペック情報である画
面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション部を制御する機能を有する。具体的には、
以降の実施例で詳述するが、まず、画面サイズとサウンドエレベーション制御の制御内容
を関連付けて保持させておく。そして、取得した画面サイズに保持している制御内容を取
得しじてサウンドエレベーションの制御を行うという具合である。
【００５６】
　図１１は、実際にサウンドエレベーション制御部が、取得したスペック情報である画面
サイズ情報に応じてサウンドエレベーション内容を定義したデータ構造の一例である。本
データは各種画面サイズに応じて、縦方向、横方向の成分が関連付けられて保存されてい
る。（例えば、「５７インチ」）であれば、「縦成分」＝「＋６ｄＢ」と「横成分」＝「
＋０ｄＢ」が定義されている）。本実施例のサウンドエレベーション制御部では、取得し
た画面サイズを元に、本データを参照しサウンドエレベーション制御の度合を決定し、制
御命令を作成するということである。
【００５７】
　　<ハードウェア的構成>
　図１２Ａ及び図１２Ｂは、「ＡＶシステム」のハードウェア構成の一例を表す概略図で
ある。図１２Ａは、テレビ装置のハードウェア構成の一例を示し、図１２Ｂは、スピーカ
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システムのハードウェア構成の一例を示している。これらの図を利用して、本実施例のＡ
Ｖシステムにおける特徴的な処理について説明する。
【００５８】
　まず、図１２Ａに示している「テレビ装置」のハードウェアの働きについて説明する。
「テレビ装置」は、実施例１と同様に、各種演算処理や制御を行う「ＣＰＵ」（１２０１
）や、「主メモリ」（１２０２）、「記憶装置」（１２０３）、「Ｉ／Ｏ」（１２０４）
、「画面」（１２０７）、「スピーカ」（１２０８）を備えている。本実施例では、「テ
レビ装置」が備える「記憶装置」（１２０３）には、音像位置を制御するために「テレビ
装置」のサイズに関連付けられて補正する「縦成分」及び「横成分」が保存されている。
【００５９】
　ここで、「テレビ装置」は、「Ｉ／Ｏ」（１２０４）を介して、「スピーカシステム」
より、画面サイズ情報取得要求を受信したと仮定する。要求を受信すると「ＣＰＵ」（１
２０１）は「主メモリ」（１２０２）のワーク領域に展開されている「画面サイズ情報取
得プログラム」（１２１２）を呼び出す。呼び出された「画面サイズ情報取得プログラム
」（１２１２）は、「記憶装置」（１２０３）を参照し、画面サイズ情報の取得を行う。
そして、「画面サイズ情報取得プログラム」（１２１２）は取得したスペック情報を「ス
ペック情報送信プログラム」（１２１１）へ引き渡す。最後に、「スペック情報送信プロ
グラム」（１２１１）は、引き渡されたスペック情報を「Ｉ／Ｏ」（１２０４）を介して
、「スピーカシステム」（１２０５）へ送信する。
【００６０】
　次に、図１２Ｂに示している「スピーカシステム」のハードウェアの働きについて説明
する。「スピーカシステム」は、実施例１と同様に各種演算処理や制御を行う「ＣＰＵ」
（１２５０）、「主メモリ」（１２５１）、「Ｉ／Ｏ」（１２５２）「スピーカ」、（１
２５３）を備えている。本実施例では、取得した画面サイズに応じた制御内容を記憶する
「記憶装置」（１２５７）を新たに有している。
【００６１】
　ここで、スピーカシステムは「Ｉ／Ｏ」（１２５２）を介して、「テレビ装置」より、
画面サイズ情報を受信したと仮定する。画面サイズ情報を受信すると、「ＣＰＵ」（１２
５０）は「主メモリ」のワーク領域に展開されている「サウンドエレベーション制御プロ
グラム」（１２５６）を呼び出す。「サウンドエレベーション制御プログラム」（１２５
６）は、受信した画面サイズ情報をもとに「記憶装置」（１２５７）を参照して制御内容
を取得する。ここでは、画面サイズ情報に関連付けられた制御内容が取得される（例えば
、「５７インチ」）であれば、「縦成分」＝「＋６ｄＢ」と「横成分」＝「＋０ｄＢ」と
いう制御内容である）。そして取得した制御内容に応じた制御命令を作成する。そして、
スピーカは、制御命令に従い補正を行いながら音声の出力を行う。
【００６２】
　　<処理の流れ>
【００６３】
　図１３は、本実施例のＡＶシステムにおける画面サイズ情報の取得から、画面サイズ情
報に応じたサウンドエレベーション制御までの流れの一例を表すフローチャートである。
なお、以下に示すステップは、媒体に記録され、計算機を制御するためのプログラムを構
成する処理ステップであってもかまわない。
【００６４】
　ここで、スピーカシステムはスペック情報取得要求をテレビ装置へ送信するとする（Ｓ
１３０１）。すると、テレビ装置は画面サイズ情報取得要求を受信する（Ｓ１３０２）。
要求を受信すると、要求に従って画面サイズ情報の取得を行う（Ｓ１３０３）。画面サイ
ズが取得されると、スピーカシステムに画面サイズ情報を送信する（Ｓ１３０４）。スピ
ーカシステムは画面サイズ情報を受信すると（Ｓ１３０５）、受信した画面サイズ情報を
元に制御内容の取得を行う（Ｓ１３０６、１３０９）。そして、取得した制御内容に応じ
てサウンドエレベーション制御命令の作成を行う（Ｓ１３０７）。最後に、制御命令に従
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って、サウンドエレベーション制御を行う（Ｓ１３０８）。
【００６５】
　<効果の簡単な説明>
【００６６】
　本実施例のＡＶシステムによって、テレビ装置が保持する画面サイズ情報を取得し、取
得した画面サイズ情報の内容に応じて、サウンドエレベーション制御を行うことが可能と
なる。
【００６７】
　　≪実施例３≫
【００６８】
　　<概要>
【００６９】
　本実施例は、実施例２を基本として、スピーカシステムが取得した画面サイズが取得前
の画面サイズより大きい場合には音像位置を上方向へ制御し、また、取得した画面サイズ
が取得前の画面サイズより小さい場合には音像位置を下方向へ制御することができること
を特徴とするＡＶシステムである。
【００７０】
　　<機能的構成>
【００７１】
　図１４は、本実施例のＡＶシステムにおける機能と構成の一例を表す図である。この図
にあるように本実施例は、実施例２を基本として「スピーカシステム」（１４０２）の「
サイズ別制御手段」（１４１１）が「上下制御器」（１４１２）を新たに有していること
を特徴としている。
【００７２】
　なお、本実施例において実施例１、２にて説明した構成について詳細な説明は省略し、
本実施例において特徴的な箇所についてのみ説明する。
【００７３】
　「上下制御器」（１４１２）は、スペック情報で示される画面サイズが相対的に大画面
である場合には相対的に音像位置を上方向に制御し、画面サイズが相対的に小画面である
場合には相対的に音像位置を下方向に制御する機能である。具体的には、前記「サイズ別
制御手段」（１４１１）では、画面サイズと制御内容を関連付けて保持することを示して
いる。さらに、「上下制御器」（１４１２）では、その関連付けて保持する情報を画面サ
イズが大きくなるほど音像位置が高くなるように定義するということである。それにより
、サウンドエレベーション制御を行うときに画面サイズが相対的に小さくなれば音像位置
が下方向へ移動し、画面サイズが大きくなれば音像位置が上方向に移動させることが可能
となる。
【００７４】
　図１５は、実際にサウンドエレベーション制御部が、取得したスペック情報に含まれる
画面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション制御の制御内容を定義したデータ構造の
一例である。本データは各種画面サイズに応じて、画面サイズが大きくなるほど音像位置
が高くなるように関連付けられて保存されているという具合である。（例えば、「１５イ
ンチ」であれば、「縦成分」＝「２ｄＢ」、「３２インチ」であれば、「縦成分」＝「４
ｄＢ」、「５２インチ」であれば、「縦成分」＝「６ｄＢ」であるように画面サイズが大
きくなるほど音像位置が高い位置となるように定義されている）。
【００７５】
　したがって、本実施例では画面サイズが相対的に大きくなればなるほど、音像位置は上
方向へ移動させ、また画面サイズが相対的に小さくなればなるほど音像位置が下方向へ移
動させることが可能となる。
【００７６】
　　<ハードウェア的構成>
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　　図１６は、本実施例における「ＡＶシステム」を構成する「スピーカシステム」と「
テレビ装置」における「スピーカシステム」のハードウェア構成の一例を表す概略図であ
る。なおここでは、「テレビ装置」のハードウェア構成は、実施例２に記載の内容と同様
のためここでは、省略する。
【００７７】
　次に、図１６に示している「スピーカシステム」のハードウェアの働きについて説明す
る。「スピーカシステム」は、実施例２と同様に各種演算処理や制御を行う「ＣＰＵ」（
１６５０）、「主メモリ」（１６５１）、「Ｉ／Ｏ」（１６５２）「スピーカ」、（１６
５３）を備えている。本実施例では、実施例２の「記憶装置」（１６５７）が、図１５の
ように取得した画面サイズに応じて画面サイズが相対的に大きくなればなるほど、音像位
置は上方向へ移動し、画面サイズが相対的に小さくなればなるほど音像位置が下方向へ移
動するように制御内容が記憶されている（例えば、「３２インチ」であれば、「縦成分」
＝「４ｄＢ」、「３７インチ」であれば、「縦成分」＝「４．１ｄＢ」、「５２インチ」
であれば、「縦成分」＝「６ｄＢ」であるように画面サイズが大きくなるほど音像位置が
高い位置となるように定義されている）。
【００７８】
　ここで、スピーカシステムは「Ｉ／Ｏ」（１６５２）を介して、「テレビ装置」より、
画面サイズ情報（例えば、「３７インチ」）を受信したと仮定する。画面サイズ情報を受
信すると、「ＣＰＵ」（１６５０）は「主メモリ」のワーク領域に展開されている「サウ
ンドエレベーション制御プログラム」（１６５６）を呼び出す。「サウンドエレベーショ
ン制御プログラム」（１６５６）は、受信した画面サイズ情報をもとに、「記憶装置」（
１６５７）を参照して制御内容を取得する（「縦成分：４．１ｄＢ」が取得される）。そ
して取得した制御内容に応じた制御命令を作成する。そして、スピーカは、制御命令に従
い補正を行いながら音声の出力を行う。これにより、画面サイズに応じて画面サイズが相
対的に大きくなればなるほど、音像位置は上方向へ移動し、画面サイズが相対的に小さく
なればなるほど音像位置が下方向へ移動する。
　　<処理の流れ>
【００７９】
　図１７は、本実施例のＡＶシステムにおける画面サイズ情報の取得から、画面サイズ情
報に応じて画面サイズが相対的に大きくなればなるほど、音像位置は上方向へ移動し、画
面サイズが相対的に小さくなればなるほど音像位置が下方向へ移動するようにサウンドエ
レベーション制御を行うまでの流れの一例を表すフローチャートである。なお、以下に示
すステップは、媒体に記録され、計算機を制御するためのプログラムを構成する処理ステ
ップであってもかまわない。
【００８０】
　ここで、スピーカシステムはスペック情報取得要求をテレビ装置へ送信するとする（Ｓ
０７０１）。するとテレビ装置は画面サイズ情報取得要求を受信したとする（Ｓ１７０２
）。要求を受信すると、要求に従って画面サイズ情報の取得を行う（Ｓ１７０３）。ここ
で、画面サイズが取得されると、スピーカシステムに画面サイズ情報を送信する（Ｓ１７
０４）。スピーカシステムは画面サイズ情報を受信すると（Ｓ１７０５）、受信した画面
サイズ情報を元に制御内容の取得を行う。（Ｓ１７０６、１７０９）ここで、制御内容は
画面サイズが相対的に大きくなればなるほど、音像位置は上方向へ移動し、画面サイズが
相対的に小さくなればなるほど音像位置が下方向へ移動するように定義された情報である
（１７０９）。そして、取得した制御内容に応じてサウンドエレベーション制御命令の作
成を行う（Ｓ
１７０７）。最後に、制御命令に従って、サウンドエレベーション制御を行う（Ｓ１７０
８）。
【００８１】
　<効果の簡単な説明>
【００８２】
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　本実施例のＡＶシステムによって、画面サイズが相対的に大きくなればなるほど、音像
位置は上方向へ移動し、画面サイズが相対的に小さくなればなるほど音像位置が下方向へ
移動するように制御することが可能となる。
【００８３】
　　≪実施例４≫
【００８４】
　　<概要>
【００８５】
　本実施例は、実施例３を基本として、３２インチ未満ではサウンドエレベーション制御
として音像を上に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約２ｄ
ｂ上げ、３２インチ以上から５２インチ未満では音像を上に持ち上げるために利用される
音の周波数帯のゲインを通常よりも約４ｄｂ上げ、５２インチ以上では音像を上に持ち上
げるために利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約６ｄｂ上げる制御をすること
が可能な、横縦比が１６：９の画面をもつテレビに対応したＡＶシステムである。
【００８６】
　　<機能的構成>
【００８７】
　図１８は、本実施例のＡＶシステムにおける機能と構成の一例を表す図である。この図
にあるように本実施例は、実施例３を基本として「スピーカシステム」（１８０２）の「
サイズ別制御手段」（１８１１）が「サイズ別上下制御器」（１８１３）を新たに有して
いることを特徴としている。
【００８８】
　なお、本実施例において実施例１、２、３にて説明した構成について詳細な説明は省略
し、本実施例において特徴的な箇所についてのみ説明する。
【００８９】
　「サイズ別上下制御器」（１８１３）は、横縦比が１６：９の画面において、３２イン
チ未満ではサウンドエレベーション制御として音像を上に持ち上げるために利用される音
の周波数帯のゲインを通常よりも約２ｄｂ上げ、３２インチ以上から５２インチ未満では
音像を上に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを通常よりも約４ｄｂ上げ
、５２インチ以上では音像を上に持ち上げるために利用される音の周波数帯のゲインを通
常よりも約６ｄｂ上げる制御をする機能を有する。具体的には、画面サイズが「３２イン
チ未満」＝「２ｄＢ」、画面サイズが「３２インチ以上５２インチ未満」＝「４ｄＢ」、
「５２インチ以上」＝「６ｄＢ」という具合にあらかじめ定められた幅で画面サイズを範
囲分けし、その分けられた範囲に対して制御命令を関連付けて保存しておくというもので
ある。ここで、上記では範囲分けを３分割としているが、範囲分けは必要に応じて何分割
してもよい。
【００９０】
　図１９は、実際にサウンドエレベーション制御部が、取得したスペック情報に含まれる
画面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション制御をする制御内容を定義したデータ構
造の一例である。本データは、画面サイズを任意の範囲に区切り、それぞれの範囲に対し
て、制御内容を関連付けて保存さしている（例えば、「画面サイズ」が「３２インチ以上
５２インチ未満」である場合には「４ｄＢ」と保存されている）。これにより、取得した
画面サイズ情報を元に該当する制御内容を取得し、サウンドエレベーション制御を行う。
【００９１】
　　<ハードウェア的構成>
　　図２０は、本実施例における「ＡＶシステム」を構成する「スピーカシステム」と「
テレビ装置」における「スピーカシステム」のハードウェア構成の一例を表す概略図であ
る。なおここでは、「テレビ装置」のハードウェア構成は、実施例２に記載の内容と同様
のためここでは、省略する。
【００９２】
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　図２０に示している「スピーカシステム」のハードウェアの働きについて説明する。「
スピーカシステム」は、実施例２と同様に各種演算処理や制御を行う「ＣＰＵ」（２０５
０）、「主メモリ」（２０５１）、「Ｉ／Ｏ」（２０５２）「スピーカ」、（２０５３）
を備えている。本実施例では、実施例３の「記憶装置」（２０５７）が、「３２インチ未
満」＝「２ｄＢ」、画面サイズが「３２インチ以上５２インチ未満」＝「４ｄＢ」、「５
２インチ以上」＝「６ｄＢ」という具合に、それぞれの画面サイズの範囲に対して、制御
内容を関連付けて記憶されている。
【００９３】
　まず、「Ｉ／Ｏ」（２０５２）を介して、画面サイズ情報として「３７インチ」をスピ
ーカシステムが受信したとする。画面サイズ情報を受信すると、「ＣＰＵ」（２０５０）
は「主メモリ」（２０５１）のワーク領域に展開されている「サウンドエレベーション制
御プログラム」（２０５６）を呼び出す。「サウンドエレベーション制御プログラム」（
２０５６）は、受信した画面サイズ情報をもとに、「記憶装置」（２０５７）を参照して
制御内容を取得する（ここでは、「４ｄＢ」が取得される）。そして取得した制御内容に
応じた制御命令を作成する。そして、スピーカは、制御命令に従い補正を行いながら音声
の出力を行う。
　　<処理の流れ>
【００９４】
　図２１は、本実施例のＡＶシステムにおける画面サイズ情報の取得から、あらかじめ設
定された「３２インチ未満」＝「２ｄＢ」、画面サイズが「３２インチ以上５２インチ未
満」＝「４ｄＢ」、「５２インチ以上」＝「６ｄＢ」のいずれかの条件の制御を行うまで
の流れの一例を表すフローチャートである。なお、以下に示すステップは、媒体に記録さ
れ、計算機を制御するためのプログラムを構成する処理ステップであってもかまわない。
【００９５】
　ここで、スピーカシステムはスペック情報取得要求をテレビ装置へ送信するとする（Ｓ
２１０１）。するとテレビ装置は画面サイズ情報取得要求を受信したとする（Ｓ２１０２
）。要求を受信すると、要求に従って画面サイズ情報の取得を行う（Ｓ２１０３）。ここ
で、画面サイズが取得されると、スピーカシステムに画面サイズ情報を送信する（Ｓ２１
０４）。スピーカシステムはスペック情報を受信すると（Ｓ２１０５）、受信した画面サ
イズ情報を元に制御内容の取得を行う。（Ｓ２１０６、２１０９）ここで、制御内容は「
３２インチ未満」＝「２ｄＢ」、画面サイズが「３２インチ以上５２インチ未満」＝「４
ｄＢ」、「５２インチ以上」＝「６ｄＢ」と定義された情報である（２１０９）。そして
、取得した制御内容に応じてサウンドエレベーション制御命令の作成を行う（Ｓ２１０７
）。最後に、制御命令に従って、サウンドエレベーション制御を行う（Ｓ２１０８）。
【００９６】
　<効果の簡単な説明>
【００９７】
　本実施例のＡＶシステムによって、取得した画面サイズ情報に応じて「３２インチ未満
」＝「２ｄＢ」、画面サイズが「３２インチ以上５２インチ未満」＝「４ｄＢ」、「５２
インチ以上」＝「６ｄＢ」の何れかの条件で制御することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】実施例１のＡＶシステムにおける構成の概念図の一例を表す図
【図２】実施例１のＡＶシステムにおける機能的構成の一例を表す図
【図３】実施例１のＡＶシステムにおけるスペック情報を保存するデータ構造の一例を表
す図
【図４】実施例１のＡＶシステムにおけるスペック情報保持部より、スペック情報を取得
してシステム側通信部へスペック情報を送信するためのするためのプログラムの一例を表
す図
【図５】実施例１のＡＶシステムにおけるスペック情報を受け取り、受けとったスペック
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情報からサウンドエレベーション部を制御する制御命令を作成し、サウンドエレベーショ
ン部へ送信するプログラムの一例を表す図
【図６Ａ】実施例１のＡＶシステムにおけるテレビ装置のハードウェア構成の一例を表す
図
【図６Ｂ】実施例１のＡＶシステムにおけるスピーカシステムのハードウェア構成の一例
を表す図
【図７】実施例１のＡＶシステムにおけるスペック情報の取得から、サウンドエレベーシ
ョン制御までの流れの一例を表すフローチャート
【図８】実施例２のＡＶシステムにおける機能的構成の一例を表す図
【図９】実施例２のＡＶシステムにおけるスペック情報を保存するデータ構造の一例を表
す図
【図１０】実施例２のＡＶシステムにおけるスペック情報保持部よりスペック情報である
画面サイズ情報を取得してシステム側通信部へ送信するためのするためのプログラムの一
例を表す図
【図１１】実施例２のＡＶシステムにおけるサウンドエレベーション制御部が取得したス
ペック情報である画面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション内容を定義したデータ
構造の一例を表す図
【図１２Ａ】実施例２のＡＶシステムにおけるテレビ装置のハードウェア構成の一例を表
す図
【図１２Ｂ】実施例２のＡＶシステムにおけるスピーカシステムのハードウェア構成の一
例を表す図
【図１３】実施例２のＡＶシステムにおける画面サイズ情報の取得から、画面サイズ情報
に応じたサウンドエレベーション制御までの流れの一例を表すフローチャート
【図１４】実施例３のＡＶシステムにおける機能的構成の一例を表す図
【図１５】実施例３のＡＶシステムにおけるサウンドエレベーション制御部が、取得した
スペック情報に含まれる画面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション制御の制御内容
を定義したデータ構造の一例を表す図
【図１６】実施例３のＡＶシステムにおけるスピーカシステムのハードウェア構成の一例
を表す図
【図１７】実施例３のＡＶシステムにおける画面サイズ情報の取得から、画面サイズ情報
に応じて画面サイズが相対的に大きくなればなるほど、音像位置は上方向へ移動し、画面
サイズが相対的に小さくなればなるほど音像位置が下方向へ移動するようにサウンドエレ
ベーション制御を行うまでの流れの一例を表すフローチャート
【図１８】実施例４のＡＶシステムにおける機能的構成の一例を表す図
【図１９】実施例４のＡＶシステムにおけるサウンドエレベーション制御部が、取得した
スペック情報に含まれる画面サイズ情報に応じてサウンドエレベーション制御をする制御
内容を定義したデータ構造の一例を表す図
【図２０】実施例４のＡＶシステムにおけるスピーカシステムのハードウェア構成の一例
を表す図
【図２１】実施例４のＡＶシステムにおける画面サイズ情報の取得から、あらかじめ設定
された「３２インチ未満」＝「２ｄＢ」、画面サイズが「３２インチ以上５２インチ未満
」＝「４ｄＢ」、「５２インチ以上」＝「６ｄＢ」のいずれかの条件の制御を行うまでの
流れの一例を表すフローチャート
【符号の説明】
【００９９】
０１０１　テレビ装置
０１０２　ＡＶラック
０１０３　スピーカシステム
０１０４　ＡＶ機器
０２０３　スペック情報保持部



(16) JP 5298366 B2 2013.9.25

10

０２０４　スペック情報提供部
０２０５　テレビ通信部
０２０６　システム側通信部
０２０７　サウンドエレベーション制御部
０２０８　サウンドエレベーション部
０８０９　画面サイズ情報保持手段
０８１０　画面サイズ情報提供手段
０８１１　サイズ別制御手段
１４１２　上下制御器
１８１３　サイズ別上下制御器

【図１】 【図２】



(17) JP 5298366 B2 2013.9.25

【図３】 【図４】

【図５】 【図６Ａ】
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【図８】 【図９】
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【図１２Ａ】 【図１２Ｂ】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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